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網走刑務所の人的・物的資源を活用し、

① 再犯防止と地域活性化

② 障がいのある方、過去に罪を犯した方を

含む全ての人が活躍できる共生型地域社会

の実現

③ 持続可能な経済発展に向けた産業振興

＜RE-ENTRY事業とは①＞



＜RE-ENTRY事業とは②＞

網走市リエントリー委員会

リエントリー委員会事務局

網走刑務所へ森林の適正管理に関するア

ドバイス

種芋栽培に向け圃場整備中、援農作業の

機会提供や出前授業を実施予定

バイオマス発電事業者。人工林を売却した

後の残材を回収

かぼちゃを生産しており、収穫作業では日体大附

属高等支援学校の生徒・教師、出所者、保護司、

受刑者が協働する機会を提供

知的障害者を対象とした特別支援校。ワイン用の

ブドウを栽培しており、卒業生が二十歳になった

際にワインを送るプロジェクトを予定している。

日本の伝統文化である「木桶」を網走刑務所で

年１桶製作している。

製作された木桶は上川大雪酒造の酒蔵に持ち込

まれ日本酒を醸造している。



＜農園事業の取組＞
☞ 生徒が授業の一環として、ぶどうを栽培

☞ 栽培本数は約１，０００本

☞ 令和４年度に定植を行い、令和６年度に収穫

☞ ワイン、サイダー等の商品化！



＜商品化されたサイダー・ワイン＞



＜農園事業の取組＞
☞ 加工用かぼちゃを令和４年から栽培

☞ 受刑者のほか日体大の生徒・教師、出所者、保護司が協働して収穫

☞ 将来的には、網走で商品開発を行う可能性も？



＜木桶プロジェクト＞

☞ 上川大雪酒造㈱が発注者として木桶製作

☞ 製作は木桶復活プロジェクトの職人指導の下、受刑者、市民等が参加



＜木桶プロジェクト＞

☞ 網走で作った木桶で日本酒を醸造



最後に・・・

本当に継続できる取組を！

無理すると続かないかも。

民間の力を活用！

アイデア豊富。そして本気。

再犯防止と地方創生の

ダブルゴールを目指す！


